
　
「
男
の
く
せ
に
」「
女
な
ん
だ
か
ら
」

と
誰
で
も
一
度
は
言
っ
た
り
、
言
わ

れ
た
経
験
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
「
男
性
は
こ
う
あ
る
べ
き
」「
女
性

は
こ
う
で
あ
っ
て
欲
し
い
」
と
言
う

願
い
や
思
い
込
み
か
ら
、
男
性
や
女

性
を
ひ
と
く
く
り
に
し
て
、
語
尾
に

く・

・

・

せ
に
と
か
、
な・

・

・

・

・

ん
だ
か
ら
を
付
け

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
「
男
女
平
等
」
―
― 

非
常
に
綺
麗
な

言
葉
で
す
が
、
本
当
の
意
味
で
の
「
平

等
」
と
言
う
の
は
無
理
が
あ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
極
論
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
こ
の
世
は
不
平
等
で
成
り
立
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
な
り
の
「
男
女
共
同
参
画
」
へ

の
考
え
方
は
、
男
性
と
女
性
で
は
不

平
等
な
部
分
が
あ
っ
て
当
然
な
ん
だ

と
思
い
ま
す
。「
男
女
平
等
」
と
は
、

そ
の
こ
と
を
理
解
し
た
上
で
、
お
互

い
の
良
い
と
こ
ろ
、
悪
い
と
こ
ろ
を

理
解
し
あ
い
、
支
え
あ
い
、
尊
重
し

合
う
事
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

一
番
大
切
な
事
は
、
互
い
の
立
場
や

環
境
を
理
解
し
て
、
男
性
だ
か
ら
、

女
性
だ
か
ら
、
当
然
こ
う
あ
る
べ
き

だ
と
い
う
都
合
の
良
い
考
え
方
を
し

な
い
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
、
家
事
を
や
る
の
は
妻
。

外
で
仕
事
を
す
る
の
は
夫
。
で
は
な

く
、
夫
は
家
事
、
育
児
を
出
来
る
範

囲
で
手
伝
い
、
妻
は
パ
ー
ト
で
家
計

を
助
け
る
。
こ
れ
が
男
女
共
同
参
画

社
会
の
目
指
す
一
つ
の
姿
な
ん
だ
と

思
い
ま
す
。

　

何
か
を
す
る
時
「
主
」「
従
」
関
係

が
発
生
し
ま
す
が
、
そ
の
関
係
が
は
っ

き
り
し
た
方
が
、
円
満
に
事
が
進
む

場
合
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
家
事
は

妻
、
た
ま
に
手
伝
う
夫
。
お
金
を
稼

ぐ
夫
、
パ
ー
ト
で
助
け
に
な
る
妻
。

食
事
の
用
意
や
子
ど
も
の
送
り
迎
え
、

ゴ
ミ
捨
て
は
妻
、
た
ま
に
夫
。
お
互

い
の
立
場
や
環
境
を
理
解
し
よ
う
と

心
が
け
て
い
れ
ば
、
妻
や
夫
を
悪
く

言
う
事
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
か
？
「
俺

も
大
変
な
ん
だ
よ
」「
私
だ
っ
て
あ
れ

こ
れ
や
っ
て
る
ん
だ
か
ら
、
た
ま
に

は
や
っ
て
」「
誰
の
お
か
げ
で
…
」
な

ん
て
言
葉
も
使
わ
な
く
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

み
ん
な
が
互
い
の
立
場
で
考
え
ら

れ
れ
ば
、「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
」「
何

か
や
ろ
う
か
？
」
と
、
自
然
と
出
て

く
る
。
本
来
の
「
男
女
平
等
」
っ
て

そ
う
い
う
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
最
近
、
こ
ん
な
言
葉
を
よ

く
耳
に
し
ま
す
。

　
「
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
」。
男
性
社

会
が
当
た
り
前
な
時
代
に
、
会
社
や

社
会
で
活
躍
す
る
女
性
を
指
す
言
葉
。

　
「
家
事
ダ
ン
、
イ
ク
メ
ン
」。
家
事

に
進
ん
で
参
加
す
る
男
性
。
子
ど
も

が
生
ま
れ
て
育
児
休
暇
を
取
っ
た
り
、

育
児
に
進
ん
で
参
加
す
る
男
性
を
指

す
言
葉
。
…
う
～
ん
。
と
、
思
う
人

も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

　

い
つ
も
仕
事
を
し
て
い
る
男
性
で
、

社
会
か
ら
褒
め
ら
れ
た
人
は
ど
の
く

ら
い
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
家
事
や

育
児
を
す
る
女
性
の
何
割
が
、
世
間

か
ら
褒
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？
な
ぜ
男
性
が
育
児
を
す
る
と
褒

め
ら
れ
て
、
女
性
は
褒
め
ら
れ
ず
、

た
ま
に
子
ど
も
を
夫
に
任
せ
て
外
出

す
る
だ
け
で
非
難
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

良
い
事
も
あ
れ
ば
悪
い
事
も
あ
り
、

単
純
に
良
い
事
が
多
い
選
択
肢
の
方

を
そ
う
あ
る
べ
き
だ
と
決
め
つ
け
て

い
ま
せ
ん
か
？

　

仕
事
で
も
人
間
形
成
で
も
そ
う
で

す
が
、
私
は
「
意
識
」
と
言
う
も
の

を
最
も
大
切
に
考
え
て
い
ま
す
。「
目

標
」「
目
的
」「
夢
」
や
「
希
望
」
と

い
う
も
の
は
、
全
て
ひ
と
の
「
意
識
」

や
「
想
い
」
か
ら
な
る
言
葉
で
す
。

　

で
は
、
あ
な
た
に
と
っ
て
の
「
男

女
平
等
」へ
の「
意
識
」は
ど
う
で
し
ょ

う
…
？
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年
末
は
、
交
通
量
の
増
加

に
伴
う
交
通
渋
滞
や
心
理
的

な
慌
た
だ
し
さ
、
飲
酒
の
機

会
が
増
え
る
こ
と
な
ど
、
様
々

な
要
因
が
重
な
り
合
っ
て
交

通
事
故
の
多
発
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

　

県
で
は
、
12
月
１
日
㈮
～

31
日
㈰
ま
で
の
31
日
間
を
「
年

末
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運

動
」
と
し
て
、
県
民
一
人
ひ

と
り
に
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守

と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実

践
を
促
し
、
交
通
事
故
の
防

止
を
図
り
ま
す
。

　

県
内
に
お
い
て
、
本
年
１
月
か
ら

８
月
末
ま
で
の
間
に
、
飲
酒
運
転
に

よ
る
死
亡
事
故
が
１
件
、
飲
酒
運
転

に
よ
る
人
身
事
故
が
38
件
（
合
計
39

交
通
事
故
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
！！

問
町
防
災
課
防
災
防
犯
係

☎
０
５
５（
２
７
２
）１
１
７
５

件
、前
年
比
＋
７
件
）発
生
し
て
お
り
、

飲
酒
運
転
違
反
検
挙
件
数
は
１
８
６

件
（
前
年
比
＋
35
件
）
と
、
前
年
と

比
較
し
状
況
は
悪
化
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
山
梨
県
は
、
平
成
29

年
８
月
末
現
在
の
運
転
免
許
保
有
者

10
万
人
あ
た
り
の
飲
酒
事
故
発
生
件

数
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位
と
大
変
憂

慮
す
べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
。

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
正
し
い
交
通

マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
、
交
通

事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

✓
飲
酒
運
転
の
根
絶

「
飲
酒
運
転
四
な
い
運
動
」

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
！

① 

運
転
す
る
な
ら
酒
を
飲
ま
な
い

② 

運
転
す
る
人
に
は
酒
を
飲
ま
せ
な
い

③ 

酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い

④ 

酒
飲
み
運
転
を
許
さ
な
い

✓
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯

反
射
材
用
品
使
用
の
推
進

①
12
月
は
午
後
４
時
に
自
動
車
の
ヘ
ッ

　
ド
ラ
イ
ト
を
点
灯

②
道
路
環
境
・
対
向
車
に
配
慮
し
、
こ

　
ま
め
な
切
り
替
え
に
よ
る
上
向
き
ラ

　
イ
ト
の
活
用

③
悪
天
候
時
や
ト
ン
ネ
ル
内
で
は
ヘ
ッ

　
ド
ラ
イ
ト
を
点
灯

④
薄
暮
時
や
夜
間
に
、
徒
歩
・
自
転
車

　
等
で
外
出
す
る
際
は
、
明
る
い
色
の

　
服
装
と
反
射
材
用
品
を
着
用

年末の交通事故防止県民運動飲
酒
運
転
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位

事
故
防
止
の
重
点
目
標

　

冬
は
凍
結
な
ど
に
よ
り
宅

内
で
の
漏
水
が
発
生
し
や
す

い
季
節
で
す
。

　

宅
内
で
の
漏
水
が
発
生
し

た
ら
水
道
工
事
指
定
店
に
ご

連
絡
下
さ
い
。

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を

含
む
宅
内
の
水
道
管
は
使

用
者
の
管
理
で
、
漏
水
修
理

費
用
も
、
個
人
負
担
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
検
針
に
支

障
の
な
い
よ
う
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
は
き
れ
い
に
し

て
お
い
て
下
さ
い
。

※
宅
内
水
道
管
と
は
、
第
１

止
水
栓
が
あ
る
場
合
に
は
、

第
１
止
水
栓
の
後
ろ
か
ら
、

な
い
場
合
に
は
第
2
止
水
栓

を
含
め
た
水
道
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
か
ら
宅
地
内
に
敷

設
さ
れ
た
水
道
管
で
す
。

問
町
生
活
環
境
課
上
水
道

係
・
簡
易
水
道
係
☎
０
５
５

（
２
７
２
）
６
０
９
２

道路 水道メーター
ボックス

水道メーター第２止水栓

給水管

配水管 第１止水栓

宅内水道管
第１止水栓がある場合
宅内水道管

第１止水栓がない場合水道管のイメージ

凍結と漏水にご注意を！

地区名頭ライン

名前頭ライン

名前頭ライン

り

　こ

い 

ぶ 

き

た 

い 

き

し
り
ゅ
う

※
本
人
・
ご
家
族
の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
の
み
掲
載

お
く
や
み
１０月
届出分

（敬称略）

お
め
で
た

死
亡

氏　

名

届
出
人

地　

域

 

お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

結
婚
す
ば
ら
し
い
ご
家
庭
を

両

人

の

氏

名

誕
生

氏　

名

届
出
人

地　

域

元
気
に
育
っ
て
ね

地区名頭ライン

名前頭ライン

名前頭ライン

り

　こ

い 

ぶ 

き

た 

い 

き

し
り
ゅ
う

地区名頭ライン

名前頭ライン

名前頭ライン

り

　こ

い 

ぶ 

き

た 

い 

き

し
り
ゅ
う

地区名頭ライン

名前頭ライン

名前頭ライン

り

　こ

い 

ぶ 

き

た 

い 

き

し
り
ゅ
う
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 市川三郷病院　受付時間・診療科目
☎ 055-272-3000　

子
ど
も
の
急
病
や
心
配
ご
と
の
相
談
は
…

■内科の診療日
　午前  ⇨  月・水（第１・３・５）・金・土
　午後  ⇨  火・木・水（第２・４）

 町営国民健康保険診療所
☎ 055-272-7111　

12
月
い
ち
か
わ
み
さ
と
カ
レ
ン
ダ
ー

　

今
月
の
各
種
相
談

■午前診療（受付 8:00 〜 11：30）
　内　　　科  ⇨  月〜金
　外　　　科  ⇨  月〜金
　整 形 外 科  ⇨  月〜金
　小　児　科  ⇨  月〜金
　脳神経外科  ⇨  金
■午後診療
　皮     膚     科  ⇨  火
※ 電話予約制
　乳腺外来  ⇨  水・金
　大腸外来  ⇨  月
　呼吸器外来  ⇨  金
※ 内科は電話予約が必要です。小児科は急患

対応となります。

（土曜 ･ 日曜 ･ 祝日の受付はありません）

 富士川病院　受付時間・診療科目
☎ 0556-22-3135　

（土曜 ･日曜 ･ 祝日の受付はありません）

日 Sunday Monday月 火 水 木 金Tuesday ThursdayWednesday Friday 土 Saturday

30

1１月

22 23

24

2１月

1413

1 2

3

10

5 6 7 8

11

9

12 15 16

17 19 20 21

2927 282625

4

18

31
『みたまの湯』朝６時
　　　　　　　　　　　から営業Ｐ１０

『みたまの湯』朝６時
　　　　　　　　　　　から営業Ｐ１０

『つむぎの湯』新春
         　　　　     イベントＰ１０

元日

大塚にんじん収穫祭⑪Ｐ２０

輝く笑顔いちかわみさと
　　　　　　　　　フォーラム⑪Ｐ１０

心のよりどころサロンＰ１１

心のよりどころサロンＰ１１

はんこ日本一六郷の里
　　　　　　　　　秋まつり⑩Ｐ２０

心のよりどころサロンＰ１１

３歳児健診（市川・三珠）Ｐ１９

貯筋教室（六郷）

消費生活相談Ｐ１０

貯筋教室（三珠）

ふれあい室（六郷）Ｐ２０

国際交流協会基調講演会Ｐ１５
甘々娘収穫祭Ｐ１１

行政相談（六郷）Ｐ１１
特設人権相談Ｐ１１、⑤Ｐ１５

心のよりどころサロンＰ１１

貯筋教室（大同）

貯筋教室（市川）

子育て支援フェスティバルＰ２０
ぼたんの花まつりＰ２０

５歳児健診（市川・三珠）Ｐ１９

１０・１３カ月児健診Ｐ１９
母子健康手帳発行Ｐ１９

心と身体のなんでも相談Ｐ１０

貯筋教室（市川）

貯筋教室（三珠）

心のよりどころサロンＰ１１

貯筋教室（六郷）

心と身体のなんでも相談Ｐ１０
ふれあい室（三珠）Ｐ２０

町県民税第３期納期限

年金相談Ｐ１５

軽自動車税納期限

行政相談（三珠・市川）Ｐ１０

貯筋教室（大同）

心のよりどころサロンＰ１１

長寿・医療費給付金支給日Ｐ２０

ふれあい室（市川）Ｐ２０
２歳児歯科健診Ｐ１９

リリース教室Ｐ１８
パパママ教室Ｐ１８

離乳食教室Ｐ１９

特設人権相談Ｐ１０、⑤Ｐ１５
六郷地区公民館ふれあい夏祭り

六郷幼児健診Ｐ１９

カンガルー学級Ｐ１８

紙のまち活き生きまつりＰ２０
固定資産税第４期納期限

母子健康手帳発行Ｐ１９

長寿・医療費給付金
　　　　　　　　　　　　支給日Ｐ２０ アニメ映画会Ｐ２０

もものはなコンサートＰ１１

行政・人権相談（六郷）Ｐ１０

すくすく相談会

国民健康保険税第９期納期限
後期高齢者医療第８期納期限
介護保険料第８期納期限

学校給食費第９期納期限

ＶＦＫサンクスデー⑥Ｐ２０

国民健康保険税第６期納期限
介護保険料第６期納期限
後期高齢者医療第６期納期限

行政相談（六郷）Ｐ１０
特設人権相談Ｐ１４

社会福祉大会Ｐ１４
廃食油回収キャラバンＰ１１
網倉の虫送り行事Ｐ１０

４・７カ月児健診Ｐ１９
心と身体のなんでも相談Ｐ１０

ヘルスアップ教室

３歳児健診（市川・三珠）Ｐ１９

町民合唱祭Ｐ２０
健康と福祉のつどい⑩Ｐ２０

離乳食教室Ｐ１９

すくすく相談会Ｐ１８

消費生活相談Ｐ１０

固定資産税第３期納期限

市川三郷町六郷地区
　　　　　　　一周駅伝競走大会

㊡ニード・図書館
　　　　　歌舞伎・碑林

㊡ニード・図書館
　　　　　歌舞伎・碑林

㊡ニード・図書館・つむぎ
　　　　　歌舞伎・碑林

㊡図書館・碑林

㊡つむぎ

㊡図書館・歌舞伎・碑林

㊡図書館・歌舞伎・碑林

㊡ニード・図書館（三珠）

㊡図書館・歌舞伎・碑林

㊡つむぎ

㊡ニード・図書館（三珠）

㊡図書館・歌舞伎・碑林

㊡つむぎ・碑林

㊡つむぎ㊡ニード・図書館（三珠）

㊡ニード・図書館（三珠） ㊡図書館

㊡ニード・図書館
　　　　　歌舞伎・碑林

㊡ニード・図書館
　　　　　歌舞伎・碑林

市川三郷町プレミアム商品券利用期限

忘れていませんか？
期限を過ぎると使用できなくなります。
問市川三郷町商工会☎055-272-4711

１２月３１日日

問みたまの湯 ☎055-272-2641

新春イベント
１月２日火 午後２時頃から

問つむぎの湯 ☎0556-20-2651

み
た
ま
の
湯

み
た
ま
の
湯

つ
む
ぎ
の
湯

つ
む
ぎ
の
湯

つむぎの湯 みたまの湯 年始営業のお知らせつむぎの湯 みたまの湯 年始営業のお知らせ
とん汁無料配布
１月６日土 午前９時から
１日～３日は、朝６時から営業

　平成30年（2018年）は、明治元年
（1868年）から起算して満150年に当
たります。政府では、「明治150年」
関連施策として、地方公共団体や民間
も含めて、全国で取組を推進していま
す。以下のホームページをご覧下さい。
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/meiji150/portal/

三珠支所東側駐車場
六郷支所駐車場
午前9時～正午
※処分費用は個人負担です

三珠支所職員駐車場
午前9時～正午
※処分費用は個人負担です

【六郷支所駐車場】
　午前9時～正午

六郷

三珠支所東側駐車場
六郷支所駐車場
午前9時～正午
※処分費用は個人負担です

※処分費用は個人負担です

■午前診療（受付 8:00 〜 11:30）
　内　　　科  ⇨  月〜金
　　　消化器  ⇨  火〜金
　　　循環器  ⇨  月・水・金
　外　　　科  ⇨  月〜金
　　乳腺外来  ⇨  月〜金（完全予約制）
　泌 尿 器 科  ⇨  月〜金
　眼　　　科  ⇨  月・火・水・金
　皮　膚　科  ⇨  火・金
　耳鼻咽喉科  ⇨  火・木・金
■午後診療（受付時間）
　心臓血管外科  ⇨  金（15:00 まで）

［指定日あり、月２回程度］
　　乳腺外来  ⇨  月〜水（完全予約制）
　脳神経外科  ⇨  火（15:00 まで）
　整 形 外 科  ⇨  月・火（完全予約制）
　小　児　科  ⇨  月・水（15：30 まで）
　婦　人　科  ⇨  月・水・金（完全予約制）
　子宮がん検診  ⇨  木（完全予約制）
　産科セミオープン  ⇨  病院へお問い合わせ下さい。
　◆人工透析は月〜土の毎日診療
※ 診療は変更になる場合があります。

詳しくは市川三郷病院へお問合せ下さい。
※ 予約の変更 ･ 取り消し等は、

専用ダイヤル☎ 055-272-5311 まで
（受付時間は 13:00 〜 16:00 ※土 ･ 日、祝日を除く）

■
小
児
救
急
電
話
相
談　
☎
♯
８
０
０
０

ダ
イ
ヤ
ル
回
線
か
ら
は

☎
０
５
５
（
２
２
６
）
３
３
６
９
へ

利
用
時
間
▽
平
日
・
午
後
７
時
～
翌
朝
７
時
▽

土
曜
日
・
午
後
３
時
～
翌
朝
７
時
▽
日
曜
日
（
祝

日
）
午
前
９
時
～
翌
朝
７
時

※
受
診
の
問
い
合
わ
せ
・
相
談
・
助
言
な
ど

■
山
梨
県
産
前
産
後
電
話
相
談

 

助
産
師
に
よ
る
相
談
・
助
言 

24
時
間
対
応 

☎
０
５
５
（
２
６
９
）
８
１
１
０

■
教
育
相
談  

町
教
育
委
員
会
☎
０
５
５

（
２
７
２
）
６
０
９
３

■
行
政
相
談

▽
三
珠
・
市
川
地
区  

12
月
19
日
㈫
14
時
～
16
時 

町
役
場
本
庁
舎
２
階
会
議
室
２ 

問
町
総
務
課
庶

務
係
☎
０
５
５
（
２
７
２
）
１
１
０
２

▽
六
郷
地
区  

12
月
５
日
㈫
14
時
～
16
時 

六
郷
町

民
会
館
２
階
小
会
議
室 

問
町
六
郷
支
所
庶
務
係

☎
０
５
５
６
（
３
２
）
２
１
１
１

■
心
と
身
体
の
な
ん
で
も
相
談（
要
予
約
）

12
月
12
日
㈫
10
時
～
11
時
30
分
▽
三
珠
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
１
階
診
察
室
▽
市
川
大
門
町
民
会

館
１
階
保
健
室
▽
六
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

問
町
い
き
い
き
健
康
課
☎
０
５
５
６（
３
２
）
２
１
１
４

■
特
設
人
権
相
談  

12
月
５
日
㈫
10
時
～
15
時  

内
容
詳
細
は
14
ペ
ー
ジ 

問
町
町
民
課
町
民
係

☎
０
５
５
（
２
７
２
）
１
１
０
５

心のよりどころサロン「でてこうし」
⇨毎週金曜日午前１０時～午後３時

町営国民健康保険診療所となり
「アルテスパティオ」

問町福祉支援課 ☎ 055-272-1106

内科診療体制（日曜、祝日休診）

月 火 水 木 金 土

午前 山田 × 山田 × 山田 三澤
午後 × 河野 内藤 内藤 × ×

・７日㈭は休診となります。
 ・水曜日診療は第１・３・５は午前のみ、第２・４は
午後のみとなります。

■整形外科の診療日
　午前  ⇨  土（神平）
■診療時間
　午前９時〜正午  /  午後２時〜５時
※第１・３・５週水曜日は、午前１１時３０分までに、
火曜日は、午後４時２０分までにご来院下さい

■
消
費
生
活
相
談 

12
月
14
日
㈭
10
時
～
12
時 

町
役
場
三
珠
庁
舎
１
階
会
議
室

問
町
商
工
観
光
課
商
工
係
☎
０
５
５
（
２
４
０
）

４
１
５
７

※冊子からはずして壁に貼るなどしてご利用下さい。

カレンダーの
見方
㊡ → 休館日

P19 → 本誌 19
ページに詳細記
事あり

⑪ P10 →本誌 11
月号 10 ページに
詳細記事あり

認知症初期集中支援チームがスタート！！
　認知症が疑われる初期の段階から集中的に支援を行い、自立生活へのサポートを
する「認知症初期集中支援チーム」がスタートしました。峡南地域では、峡南在宅医
療支援センター（飯富病院内）に設置し、町地域包括支援センターと連携し、認知
症の人や家族を速やかに適切な医療・介護などにつなげられるよう支援していきます。

【対象者】自宅で生活している４０歳以上の方で「認知症が疑われる」または、認知症の方で「医
療や介護サービスを受けていない」または「中断している」方など

【支援内容】自宅を訪問し、本人や家族の生活の様子や困ってることを伺い、必要な支援につな
げます。（例：医療機関の継続受診に向けた支援、適切なサービス利用のための支援、ご家族への助言など）

その後の病気の経過を遅らせ、介護の負担軽減につなげるためにも
認知症は、早期発見・早期対応が大切です！！

「認知症かな」、「認知症だと思うけど、どうしたらいい？」と思ったら、
まずは町地域包括支援センター（問福祉支援課内☎ 055-272-1106）にご相談を！！

　　　必要に応じて、認知症初期集中支援チームのサポートを受けることができます。
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町
民
の
約
26
％
が
加
入
し
て
い

る
国
民
健
康
保
険
。
加
入
者
の
高
齢

化
や
医
療
技
術
の
高
度
化
、
生
活
習

慣
病
の
増
加
な
ど
に
よ
り
医
療
費

が
増
加
し
、
市
川
三
郷
町
で
も
深
刻

な
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

国
保
の
経
営
を
健
全
化
す
る
た

め
に
は
保
険
者
で
あ
る
町
の
取
り

組
み
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
被
保
険

者
で
あ
る
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

平成２９年１０月
現在の加入者

4,131人
《人口16,149人》

44％
1,820人

65
歳
～
74
歳

■国保加入者の
年齢構成

■加入者割合と医療費割合（図２）

加入者の年齢構成を分析

すると、65 歳から74 歳
の前期高齢 者の加入割

合 が、 平 成 24 年 度 は

36.7％だったのに対し、

現在は 44％と大幅に増
加し、加入者の高齢化が

進行しています。

65
歳
未
満

56％
2,311人

■医療費の推移（図１）
２０億

単位：円

１０億

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

16
億

5,853
万

9
千円

17
億

7,454
万

8
千円

18
億

894
万

5
千円

15
億

6,418
万

4
千円

国保危機
シリーズ⑫

医
療
費
割
合

 加入者総数

38.4％

61.6％

問町町民課国保年金係☎ 055-272-1105

５
０
・
７
％

５
３
・
４
％

５
３
・
４
％

５
２
・
０
％

４
９
・
３
％

４
６
・
６
％

４
６
・
６
％

４
８
・
０
％

39.8％

60.2％

41.6％

58.4％

42.1％

57.9％

医
療
と
介
護
の
両
方
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る

皆
さ
ま
へ

　

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
と
は
、

医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る

世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。
１
年
間
に
支

払
っ
た
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
を
合

計
し
、
基
準
額
を
超
え
た
金
額
を
高
額
介
護
合
算
療

養
費
と
し
て
支
給
し
ま
す
。

支給対象者には通知が届きます
■支給基準■

平
成

25
年
度

問町町民課国保年金係☎ 055-272-1105

市
川
三
郷
町
の加入者割合

4,967人 4,840人

平
成

26
年
度

平
成

27
年
度

平
成

28
年
度

65 歳
以下

65 歳～

   74 歳

4,602人 4,331人

　医療費は国保加入者が年々減少しているにも関わらず、
平成２５年から平成２７年までの期間で増加しています。
　これは、加入者の高齢化や医療技術の進歩が原因だと考
えられます。
　しかし、平成２８年度の医療費は前年と比較して減少し
ています。これは町の取り組みのみならず、町民の方一人
ひとりのご理解とご協力によるものだと思います。
高齢化が進む厳しい状況の中でも、多くの方が、日ごろか
ら健康に気を使い、健康な体を維持し、医療費を抑制でき
るよう、ご理解ご協力をよろしくお願いします。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
、

国
民
健
康
保
険（
以
下「
国
保
」）制
度
を
支
え

る
財
政
状
況
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
お

伝
え
し
て
い
ま
す
。

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
の
ご
案
内

医療保険と介護保険の両方に自己負担額があり、自己負担額の
合計が基準額を超えた世帯

■通知送付対象者■

平成２８年８月１日～平成２９年７月３１日の１年間について仮算
定し、支給対象となる被保険者

■通知発送時期■

支給対象となる被保険者に、平成３０年１月上旬から中旬の間に
申請のご案内を郵送

■申請から支給まで■

医療分については、広域連合から支給され、申請から２～３ヶ月
ほどかかります

若尾  かな江 氏　高　田

　長きにわたり生活研究グループ「青
葉会」のグループ長、町、峡南地域、
県の生活研究グループの役員を努め、
技術の伝承や農村生活の活性化に取り
組むほか、食生活改善推進委員として
食育活動や地産地消活動に尽くした功
績が評価されました。

　12 年 以 上 の 長
きにわたり、町代
表 監 査 委 員 を 務
め、誠実で厳正な
監 査 業 務 を 遂 行
し、町の公正な行
財政運営の確保に
大きく貢献した功
績が認められ総務
大臣表彰を受賞し
ました。

総
務
大
臣
表
彰 中 澤   尚 氏

印　沢

監査委員

　杉山さんは、平成 24 年に就農し山梨県立農業大学校に
て 9 か月間研修し、平成 27 年には認定農業者となり、現
在は農業経営改善計画の目標に向けて野菜部会、野沢菜部
会、もろこし部会で活動を行っています。今後はキウイな
ど果樹にも経営を展開させ、将来は加工品などにも挑戦し
ていきたい意向があり、地域の女性リーダーとして活躍が
十分に期待されています。

山梨県指導農業士

優れた農業経営を行いつつ、新規就農者等の育成に指

導的役割を果たしている農業者が、県知事から指導農業

士（現在、日本全国で約 1万人。）として認定されており、

地域農業の振興に関する活動を全国各地で行っています。

山梨県指導農業士

受賞 おめでとうございます

農
水
産
業
功
績
者

認定 おめでとうございます

杉山  成江 氏　大　塚

小林  隆義 氏　岩　間

　三珠中学校長、六郷中学校長などを
務め、知的障害・自閉的傾向の児童生
徒の指導に尽くし、教育行政・社会教
育の振興・発展に貢献した功績が評価
されました。

山
梨
県
教
育
功
労
者
表
彰

一瀬  一史 氏　市川大門

　巨摩高等学校長、県教育庁高校教育
課長などを務め、国際交流教育の振興
や県の学力向上に貢献した功績が評価
されました。

古屋  義裕 氏　市川大門

　石和高等学校長、県総合教育センタ
ー副所長などを務め、多様化した生徒
の進路実現に対応できるカリキュラム
の編成や、生徒の豊かな心の育成に貢
献した功績が評価されました。

　川浦地区在住の上野小学校３年生
以上の児童と中学生で構成する川浦
子どもクラブでは、資源の大切さを
学ぶとともに、地域のつながりを感
じる機会として、年２回の資源回収
を 30 年以上続けてきました。
　中学生が積み下ろしの手伝い、小
学生は収集場所での仕分け、積み込
みなどを分担し行っています。

アルミ缶回収
協力者表彰

　アルミ缶リサイクル
協会では、アルミ缶回
収活動の普及を目的と
し、アルミ缶回収活動
を実施し、優秀な回収・
活動実績をあげた団
体を 1976 年（昭和 51
年）度から毎年表彰し
ています。

 アルミ缶回収協力者表彰
上野小学校（川浦子どもクラブ）
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